




スマートライフ推進策の検討にかかる体制とスケジュール
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◆スケジュール案◆検討の体制

①推進協議会

幸福実感度の向上に資するライフスタイルの実現を目指しつつ、
参加事業者にとってのビジネスチャンスを創出する推進母体。

②企画・運営委員会

【想定メンバー】新しい豊かさ協創プロジェクト推進会議の「スマー
トライフ推進協創プロジェクト」のメンバーを核に構成。

③地域モデル検討部会

地域特性・資源を踏まえて、環境・エネルギー技術等を活用したス
マートライフの地域モデルを検討・提案する。

【想定メンバー】協議会メンバーの中で、地域個別プロジェクトへ関
わりのある企業及び地域プロジェクト関係者など。

④地域プロジェクト検討会

具体的なフィールド（3か所のモデル地域）において、効率的なエ
ネルギー地産地消のみならず、地域課題の解決にも寄与するス
マートライフ推進策を現場目線で検討する。

【想定メンバー】地元の市町、経済団体（商工会議所･商工会、農
協、森林組合、漁協等）、町内会･集落等のコミュニティ組織、市民
団体（環境活動団体、生活関連団体等）、地元小中学校、エリア内
在住の新エネサポーターなど。

回 数 時 期 議 題

第1回 10月31日 取組み方針等の説明・検討

第2回 12月中旬 モデル地域進捗状況等の途中報告、推進に向けたアイ

ディアの検討

第3回 3月上旬 今年度のとりまとめ案、来年度の方針検討

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

基礎調査

①ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ等に関する動向

②三重県の概況整理

③県内企業等の関連技術調査

④モデル地域選定条件の設定

⑤モデル地域選定の手順

⑥モデル地域エネルギー需要推計

⑦エネルギー供給側の領域設定

⑧再生可能エネルギー供給力推計

⑨住民ニーズ等調査

⑩事業者ニーズ等調査

⑪モデル地域市町調査

具体策検討

①環境・エネルギー技術の選択

②県民と暮らしと行動の分析

③モデル地域提案のとりまとめ

検討体制（会議等）

推進協議会 ●

企画･運営委員会 ● ● ●

地域モデル検討部会 ●

地域プロジェクト検討会

（×3 モデル地域）
● ● ●


